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風 の 萌
かぜのきざし 2013　MARCH

安心して子育てができ　老いても障がいがあっても　自分らしく暮らすことができる　コミュニティーの創造

特定非営利活動法人（NPO）
在宅ケアを支える診療所・
市民全国ネットワーク機関紙

第 021 号
2013 年 3月 15 日

第
19
回　

全
国
の
集
い
in 

新
潟
２
０
１
３　
　

大
会
長　

黒
岩　

卓
夫

第
19
回
全
国
の
集
い
in
新
潟
２
０
１
３　
９
月
22
日（
日
）23
日（
月・祝
）朱
鷺
メ
ッ
セ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
雪
割
草
!
　
み
ん
な
の
ケ
ア
で
咲
か
せ
よ
う

　
　
包
括
ケ
ア
の
あ
る
む
ら 

ま
ち
を
目
指
し
て 

　

第
19
回
の
全
国
の
集
い
の
成

功
を
目
指
し
て
、
新
潟
の
実
行

委
員
会
（
約
60
人
）と
事
務
局
は

全
力
を
あ
げ
て
準
備
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

お
陰
様
で
基
調
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
テ
ー
マ
別
企
画
の
講
師
の

先
生
方
も
８
割
方
決
定
し
、
新

し
い
手
法
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

実
践
交
流
会
の
演
題
募
集
も
間

近
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
な
ん
と
い
っ
て
も
基

調
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
メ
イ
ン

テ
ー
マ
を
各
界
の
皆
さ
ん
と
、

一
方
政
策
か
ら
語
り
合
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
基
調

シ
ン
ポ
を
２
本
立
て
（
カ
プ
セ

ル
と
コ
ア
）で
１
本
に
企
画
し
ま

し
た
。
カ
プ
セ
ル
は
ケ
ア
の
現

場
、
コ
ア
は
国
の
医
療
政
策
に

対
応
し
ま
す
。

　

ケ
ア
の
現
場
は
現
在
在
宅
医

療
を
先
導
し
て
い
る
国
立
長
寿

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
長
大
島
伸

一
さ
ん
を
中
心
に
、
政
策
で
は

慶
応
大
学
の
権
丈
善
一
さ
ん
と

厚
労
省
社
会
保
障
審
議
官
の
唐

澤
剛
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　

実
践
交
流
会
に
つ
い
て
は
次

頁
で
担
当
の
金
井

秀
樹
さ
ん
が
ア
ッ

ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
別
企
画

は
、
包
括
ケ
ア
を
深

く
掘
り
下
げ
、
時
に

は
深
刻
な
場
面
を

想
定
し
つ
つ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
鋭
意
詰

め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
ゲ

ス
ト
の
皆
さ
ん
を
折
込
み
の
Ｐ
Ｒ

用
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
全
国
の
集
い
の
オ
ア
シ

ス
で
も
あ
る
夜
の
懇
親
会
は
、
朱

鷺
メ
ッ
セ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
す
る
ホ
テ
ル
日
航
新

潟
で
行
な
い
ま
す
。
新
潟
県
が
明

治
以
来
日
本
の
米
蔵
で
あ
っ
た
こ

と
、
日
本
の
交
流
文
化
の
伝
承
者

で
も
あ
っ
た
北
前
船
の
寄
港
地
な

ど
豊
か
な
歴
史
を
背
景
に
、
お
も

て
な
し
と
交
流
の
場
に
し
た
い
と

計
画
中
で
す
。

　
最
後
に
特
筆
す
べ
き
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
名
称
に
も
組
み
込

ま
れ
て
い
る“
市
民
”と
し
て「
ま

ち
の
お
茶
の
間
運
動
」で
有
名
な

河
田
珪
子
さ
ん
と
市
民
の
皆
さ

ん
の
企
画
参
加
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
２
日
目
は
全
て
市
民
公
開

（
事
前
チ
ケ
ッ
ト
１
０
０
０
円
）、

か
つ
新
潟
市
と
の
共
催
と
な
り
ま

し
た
。
広
く
市
民
・
県
民
か
ら
の

参
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
全
国
か
ら
、
地
元
か

ら
の
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し

て
御
紹
介
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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第19回　全国の集い in 新潟 2013

 2日目・プログラムより
2日目のプログラム（ほぼ決定されていますが一部暫定
案です）より市民公開向けのシンポジウムを多く企画いた
しました。福田大会実行委員長をはじめ、メンバーの企
画について、その一部を紹介をさせていただきます。

　
日
本
で
も
在
宅
緩
和
ケ
ア
に
携

わ
る
人
が
増
え
市
民
に
も
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
末
期
癌
患
者

さ
ん
の
在
宅
療
養
生
活
・
看
取
り

が
可
能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
漸

く
人
生
の
終
末
期
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
生
き
方
の
質
を

問
う
時
代

の
到
来
で

す
。
殆
ど

の
人
は
己

の
死
期
な

ど
意
識
せ

ず
平
均
寿
命
に
近
い
天
寿
を
全

う
で
き
る
感
覚
で
暮
ら
し
て
い

る
。
し
か
し
癌
の
告
知
は
何
の
前

触
れ
も
な
く
突
然
訪
れ
る
。
生

に
執
着
し
助
か
る
と
信
じ
癌
と

闘
い
敗
れ
、
或
い
は
既
に
闘
う

術
も
な
い
末
期
癌
状
態
で
発
見

さ
れ
、
逃
れ
よ
う
の
な
い
死
の

宣
告
が
襲
う
。
も
っ
と
長
く
生

き
た
い
と
願
う
末
期
癌
の
方
達

が
自
宅
で
安
ら
か
で
豊
か
な
死

を
迎
え
る
た
め
に
、
人
の
人
生

の
終
焉
に
携
わ
る
者
と
し
て
何

を
す
べ
き
な
の
か
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
本
人
、

在
宅
療
養
を
支
え
る
家
族
、
介

護
者
の
ケ
ア
を
含
め
て
、
全
人

的
ケ
ア
の
立
場
か
ら
「
看
取
り
」

を
見
つ
め
直
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
は
、

末
期
癌
の
訪
問
診
療
に
特
化
し

た
医
師
塚
田
裕
子
さ
ん
。
在
宅

ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
の
先
駆
者
で
あ

る
ケ
ア
ー
ズ
白
十
字
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
統
括
所
長
秋
山

CB

A

２
日
目

会
場
：
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
Ａ

９
時
〜
11
時
35
分

「
看
取
り
」

〜
癌
末
期
だ
か
ら
こ
そ
、

　
安
ら
か
で
豊
か
な
死
を

　
迎
え
た
い
〜

座
長

新
潟
大
会
　
実
行
委
員
長

　
　
潟
東
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　

福
田　

喜
一 A

会
場
：
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
ＡA

会
場
：
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
Ａ
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今
、
全
国
的
に
だ
れ
で
も
、
ど

こ
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
多
様

な
居
場
所
が
、
燎
原
の
火
の
ご
と

く
広
が
っ
て
い
ま
す
。
新
潟
県
で

は
、
平
成
12
年
長
期
総
合
計
画
で

「
地
域
の
茶
の
間
」の
全
県
普
及
を

打
ち
出
し
た
経
緯
も
あ
り
、
大
き

な
広
が
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
茶
の
間
、
い
き
い
き
サ

ロ
ン
、ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
、
等
名
称
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

社
会
構
造
の
変
化
、
多
様
な
価
値
観

の
中
で
、
多
く
の
人
々
が
失
っ
た
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
再
生
、
そ

こ
か
ら
生
ま
れ
る
安
心
社
会
の
再

構
築
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
分
科
会
で
は
、
午
前
中
に

上
野
千
鶴
子
氏
か
ら
「
お
ひ
と
り

様
の
老
後
」の
演
題
で
ご
講
演
を

頂
き
、
そ
の
上
で
、
上
野
千
鶴
子

氏
、
黒
岩
卓
夫
氏
、
河
田
珪
子
の

鼎
談
、
午
後
に
は
引
き
続
き
、
新

潟
県
内
と
全
国
的
に
居
場
所
づ
く

り
を
広
げ
る
５
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
と
、
会
場
の
皆
さ
ん
で
、
孤
立

死
、
生
き
が
い
，
空
き
家
、
行
政

と
市
民
の
協
働
、
資
金
面
、
ま
ち

づ
く
り
な
ど
な
ど
、
多
様
な
側
面

か
ら
居
場
所
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
す
。

　
多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

正
子
さ
ん
。
遺
族
の
悼
み
・
悲
嘆

を
ケ
ア
す
る
日
本
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

協
会
会
長
宮
林
幸
江
さ
ん
。
生
前

末
期
癌
患
者
さ
ん
を
訪
れ
宗
教
家

と
し
て
何
が
出
来
る
の
か
問
い
続

け
て
い
る
浄
心
寺
住
職
佐
藤
雅
彦

さ
ん
。
以
上
４
名
の
方
よ
り
専
門

的
立
場
か
ら
ご
講
演
頂
き
、
皆
様

と
と
も
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

２
０
１
２
年
は
団
塊
の
世
代

が
65
歳
に
到
達
し
、
そ
し
て

２
０
２
５
年
に
は
そ
の
す
べ
て

が
75
歳
以

上
と
な
る

超
高
齢

化
社
会
、

さ
ら
に

２
０
３
０

年
に
は
約
47
万
人
の
方
の
死
に
場

所
が
な
く
な
る
と
い
う
統
計
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
20
世
紀
型
医
療

か
ら
高
齢
者
医
療
へ
と
転
換
し
、

「
24
時
間
の
あ
ん
し
ん
」と
「
す
ま

い
」を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
人
口
数
十
万
人
規
模

以
上
の
都
市
ほ
ど
高
率
と
な
り
、

地
方
以
上
に
医
療
・
介
護
に
加
え
、

住
民
と
の
連
携
を
基
盤
と
し
た
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
現
状

を
踏
ま
え
て
、
都
市
型
の
最
前
線

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
「
あ
ん
し

ん
電
話
シ
ス
テ
ム
」を
広
め
る
松
戸

市
の
堂
垂
伸
治
氏
、
全
国
在
宅
療

養
支
援
診
療
所
連
絡
協
議
会
会
長

の
新
田
國
夫
氏
、
い
ち
早
く
医
師

会
が
動
い
た
板
橋
区
医
師
会
立
高

島
平
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管

理
者
の
井
上
多
鶴
子
さ
ん
、
そ
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
り
の
プ
ロ
と

し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
協
理
事
田
中

尚
輝
氏
を
迎
え
、
そ
こ
に
横
た
わ

る
問
題
点
の
提
起
、
そ
し
て
そ
の

解
決
策
を
お
示
し
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
医
療
・
介
護
の
資
源
の
豊

富
な
都
市
型
ほ
ど
人
の
つ
な
が
り

２
日
目

会
場
：
国
際
会
議
室

９
時
〜
15
時
30
分

「
地
域
の
お
茶
の
間
」は
、

　
な
ぜ
広
が
り
続
け
る
？

座
長

新
潟
大
会
　
実
行
委
員

　
ま
ち
の
お
茶
の
間
運
動

　
　

河
田　

珪
子 C

２
日
目

会
場
：
３
０
２
B

13
時
〜
15
時
30
分

「
都
市
型
在
宅
医
療
」

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

座
長

新
潟
大
会
　
副
大
会
長

　
斎
藤
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

斎
藤　

忠
雄 B

や
絆
が
試
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
解

決
の
ヒ
ン
ト
を
ご
提
示
い
た
だ
き

ま
す
。
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②　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
苛
原
会
長
、
中
嶋
理
事
の
司
会

に
よ
り
『
認
知
症
医
療
・
ケ
ア
の

ゆ
く
え
』を
テ
ー
マ
に
、
各
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

の
報
告
を
中
心
に
進
行
し
た
。

内
容
は
以
下
の
と
お
り

苛
原　
実　
氏 

 

　
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
調
査
報
告
結
果

勝
俣　
浜
子　
氏 

　
厚
労
省
の
立
場
か
ら

岡
崎　
和
佳
子　
氏 

　
看
護
師
ケ
ア
職
の
立
場
か
ら

大
澤　
誠　
氏 

 

　
開
業
医
の
立
場
か
ら

遠
矢　
純
一
郎　
氏 

　

　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　
の
試
み

第 19 回全国の集い in 新潟 2013　東京プレ大会　開催

認知症医療のゆくえ
～認知症の人を地域・多職種で支えるために～

　
ま
だ
ま
だ
北
風
が
冷
た
く
感

じ
た
２
月
16
日
（
土
）、
東
京
に

お
い
て
プ
レ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　　
テ
ー
マ
は

「
認
知
症
医
療
の
ゆ
く
え
」

〜
認
知
症
の
人
を
地
域
・
多
職

種
で
支
え
る
た
め
に
〜

会
場
は
東
京
駅
八
重
洲
口
の
Ｔ

Ｋ
Ｐ
東
京
駅
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
１
号
館
ホ
ー
ル
、
満
席
と

な
る
約
１
５
０
名
の
参
加
者
の

中
で
行
わ
れ
た
。

　
内
容
は
①
基
調
講
演
と
②
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
２
部
構
成
で
お

こ
な
わ
れ
行
政
、
現
場
両
面
か

ら
の
現
状
分
析
を
聞
け
る
形
と

し
て
参
加
者
に
と
り
大
い
に
参

考
に
な
る
プ
レ
大
会
と
な
っ
た
。

内
容
は
以
下
の
と
お
り

①　
基
調
講
演

　　
基
調
講
演
を
畑
恒
土
事
務
局
長

の
座
長
に
よ
り
前
厚
生
労
働
省
老

健
局
長
の
宮
島
俊
彦
氏
が
『
わ
が

国
の
認
知
症
医
療
・
介
護
政
策
の

方
向
性
』に
つ
い
て
の
解
説
を
頂

い
た
。
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理事会報告
理事会報告（2012 年度　第３回）

日　　時：2013 年２月 17日（09：00～ 13：00）　
場　　所：東京駅八重洲北口　貸会議室プラザ
出席理事：苛原実、大澤誠、桑原由次、長縄伸幸、藤村淳子、畑恒土、石田一美、福田善晴、中嶋久矩、金井秀樹、

井村隆、  吉永隆行、中嶋啓子、岡崎和佳子、黒岩卓夫、多湖光宗、金田弘子、森本益雄
欠席理事：井手下久登、宮坂圭一、渋澤温之、大川延也、太田秀樹、新田國夫、上村伯人、西嶋公子、村山善紀、　

青木佳之
（いずれも敬称略）

（以下議事録より抜粋、要約）
事務局より：
○  会員数　499 名（医師・法人会員　295、事業所会員 53、市民団体会員 4、市民会員 147）
○  ホームページの活性化に向けて専属スタッフとしての担当をおいた
○  当 NPOのパンフレットのリニューアルを行った
○  会計報告

理事会内容：
○　 新潟大会の実行委員会よりの報告があり実践交流会においては事前に発表者と座長が打ち合わせることによ
り、発表形式を含め魅力ある実践交流会にしたいと等の報告があった

○　 全国の集いにおける実践交流会の報告書の発行について、今後の作成方法、管理方法、データベースとして
の閲覧機能について確認した

○　新潟大会における理事会企画について、ほぼ内容が決定した、その詳細は次号でお知らせいたします。
○　 岡山大会以降の実践交流会においては『発表フォーム』を決め、負担のない、保存・閲覧可能な形として作
成することを決定した。今後、この議論を継続する。

○　岡山大会企画会議の経過報告（一部は最終ページの岡山企画会議報告に掲載）
○　来年度の会議日程の確認
　　内、理事会に関しては以下の日程を確認した

　　　今年度　 
　　　　　第５回理事会　2103 年 8月 25日（日） 場所：東京
　　　来年度
 　第１回理事会　2013 年 9月 23日（祝） 場所：新潟
 　第２回理事会　2013 年 11 月 17日（日） 場所：未定
 　第３回理事会　2014 年 2月 16日（日） 場所：未定
 　第４回理事会　2014 年 5月 25日（日） 場所：未定
 　第５回理事会　2014 年 8月 24日（日） 場所：未定
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当
院
は
昭
和
43
年
に
開
設
さ
れ

た
自
宅
併
設
地
域
密
着
型
の
総
合

診
療
科
で
、
二
代
目
院
長
は
外
科

系
救
急
医
療
に
16
年
間
従
事
し
た

後
、
父
親
か
ら
現
診
療
所
を
継
承

し
現
在
13
年
め
に
な
り
ま
す
。
か

つ
て
地
方
都
市
で
２
次
・
３
次
救

急
に
従
事
し
て
い
た
頃
、
治
療
を

終
え
退
院
し
た
高
齢
者
が
同
じ
疾

患
の
病
状
悪
化
で
再
入
院
す
る

ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
、
退
院
後
の

医
療
の
継
続
性
と
り
わ
け
在
宅
医

療
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
地
域
医

療
の
仕
組
み
、
役
割
分
担
、
連
携

と
い
っ
た
こ
と
に
興
味
を
持
ち
始

め
、
開
業
後
こ
の
問
題
に
深
く
関

わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
２

年
前
か
ら
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
併
設
し
常
勤
看
護
師

４
名
体
制
で
在
宅
ケ
ア
機
能
を

充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
１
月
25

日
現
在
当
院
の
訪
問
診
療
患
者

数
は
在
宅
54
名
、
施
設
71
名
で
、

過
去
一
年
間
の
看
取
り
件
数
は

21
件
で
す
。
訪
問
診
療
と
外
来

診
療
の
時
間
比
率
は
２
対
３
で

す
が
、
近
年
訪
問
診
療
に
よ
り

多
く
の
時
間
を
必
要
と
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
午
後

の
外
来
を
閉
め
て
在
宅
医
療
に

集
中
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

地
域
に
向
け
て
開
い
た
扉
を
減

ら
す
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ
り
実

現
で
き
な
い
ま
ま
で
す
。
地
域

住
民
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

と
十
分
な
在
宅
医
療
機
能
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
や
は

り
複
数
医
師
体
制
で
臨
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

経
営
能
力
の
低
さ
故
な
か
な
か

実
現
で
き
ま
せ
ん
。
在
宅
医
療

に
関
す
る
24
時
間
体
制
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
昨
年
調
布
市
内
で
30

件
以
上
の
訪
問
診
療
患
者
数
を
有

す
る
診
療
所
６
件
（
平
成
24
年
９

月
調
べ
）
の
う
ち
５
件
で
強
化
型

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
を
編
成
し

ま
し
た
。
５
か
月
経
過
し
た
今
日

ま
で
主
治
医
の
代
行
で
訪
問
し
た

ケ
ー
ス
は
な
く
、
結
局
み
な
自
院

で
24
時
間
体
制
を
完
結
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
同
じ
方
向
性
を
持

つ
医
療
機
関
同
士
の
連
携
は
情
報

交
換
・
情
報
共
有
ツ
ー
ル
と
し
て

有
効
で
あ
り
同
時
に
患
者
や
医
師

の
安
心
材
料
に
も
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
当
院
は
地

域
の
在
宅
療
養
推
進
の
た
め
の
社

会
活
動
に
も
多
く
参
画
し
て
お

り
、
地
元
医
師
会
の
「
ち
ょ
う
ふ

在
宅
医
療
相
談
室
」
開
設
、
運
営

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
現
在
本
事

業
で
は
在
宅
医
の
紹
介
や
在
宅
医

療
に
関
す
る
相
談
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
、
摂
食
・
嚥
下

機
能
支
援
事
業
や
認
知
症
早
期
支

援
事
業
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ま

た
在
宅
人
工
呼
吸
器
使
用
者
の
災

害
対
策
の
把
握
集
約
機
関
と
し
て

機
能
を
拡
充
で
き
る
よ
う
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
11
月

か
ら
は
調
布
市
内
の
在
宅
ケ
ア
に

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
３
・
１　

医
師
・
法
人
会
員
活
動
紹
介

 「
医
療
法
人
社
団 

梟
杜
会 

西
田
医
院
」　
院
長
　
西
田
伸
一

Mail Magazine
　今回は「風の萌」より会員紹介のコラムの 2013.1 ～ 2 月号を掲載いたしました。
　この記事は毎月メールマガジンの記事として皆様に配布されている記事の転載版です。（スタイル等は
一部変更しています。）メールマガジンでの配信はもちろん「多くの人に」、「迅速な」、配信が目的で、メー
ルの特徴を発揮出来るものですが、現実としてメール配信されている数は「多くの人に」というにはまだ
まだ充実を計る必要があります。
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当
院
の
所
在
地
は
、
尾
道
市
向

島
町
と
い
っ
て
、
瀬
戸
内
海
の
小

島
「
し
ま
な
み
海
道
」
の
起
点
と

な
っ
て
い
る
最
初
の
島
で
す
。

　

人
口
も
一
万
二
千
人
程
度
で
、

距
離
的
に
限
ら
れ
た
地
域
で
の
訪

問
系
サ
ー

ビ
ス
は
、

非
常
に
効

率
的
で
、

安
全
か
つ

迅
速
な
対
応
が
可
能
で
す
。
そ
の

結
果
「
お
互
い
の
顔
の
見
え
る
診

療
・
看
護
・
介
護
」
が
た
や
す
く

出
来
る
環
境
で
す
。
患
者
さ
ん
を

親
子
四
代
に
わ
た
っ
て
診
療
さ
せ

て
貰
っ
て
ま
す
。
私
も
二
代
目
な

の
で
す
が
、
初
代
の
小
児
科
開
業

医
療
か
ら
全
人
的
診
療
に
転
換
、

法
人
を
設
立
、
事
業
所
と
し
て
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
む
か
い

し
ま
」
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

「
し
お
さ
い
」
を
併
設
す
る
に
至

り
ま
し
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
の

定
期
訪
問
診
療
は
平
均
25
人
、
緊

急
往
診
・
看
取
り
を
含
め
て
10
件

／
月
程
度
で
す
。　

　

現
在
、
職
員
は
タ
イ
ム
職
員
を

含
め
て
、
35
名
お
り
ま
す
。
無
償

診
療
所
と
し
て
は
、
や
や
多
め
で

す
。
診
療
所
勤
務
は
８
名
で
す
。

医
院
以
外
の
事
業
所
に
も
専
用
の

事
務
員
を
配
置
さ
せ
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
で
も
ケ
ー
ス
１
件
１
件

を
確
実
に
レ
ベ
ル
の
高
い
ケ
ア

プ
ラ
ン
で
実
践
出
来
る
環
境
を
整

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
者
に
も
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
ら

せ
、
介
護
保
険
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

チ
ェ
ッ
ク
や
改
定
用
件
な
ど
を
い

ち
早
く
現
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

で
き
る
よ
う
に
、
修
練
さ
せ
て
お

り
ま
す
。
平
成
12
年
介
護
保
険
施

行
を
契
機
に
、
事
業
所
の
分
離
新

設
と
、
診
療
所
の
新
築
移
転
を
行

い
ま
し
た
。
「
む
か
い
し
ま
」
と

「
し
お
さ
い
」
を
も
と
あ
っ
た
自

宅
併
設
型
診
療
所
空
き
部
屋
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
事
業
所
ス
ペ
ー

ス
に
関
わ
る
初
期
投
資
が
ほ
ぼ
ゼ

ロ
で
あ
っ
た
た
め
、
思
い
の
ほ
か

順
調
に
経
営
が
軌
道
に
乗
り
ま
し

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
３
・
２　

医
師
・
法
人
会
員
活
動
紹
介

 「
医
療
法
人　

土
本
医
院　

　
　
　
　
　

土
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」　

理
事
長
・
院
長
　
土
本
　
薫

た
。
ま
た
、
当
初
よ
り
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
理
学
療

法
士
を
雇
用
し
た
の
も
大
き
な
発

展
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
入

院
・
入
所
施
設
を
持
っ
て
い
な
い

た
め
、
他
の
施
設
と
の
連
携
が
必

然
で
す
。
幸
い
、
尾
道
市
に
は
基

幹
総
合
病
院
が
３
つ
あ
り
、
そ
の

ど
れ
も
在
宅
医
療
に
理
解
が
あ
り

支
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
２
つ

の
事
業
所
利
用
者
の
約
７
割
は
、

主
治
医
が
私
以
外
の
先
生
で
あ
る

こ
と
も
特
徴
で
す
。
入
所
施
設
系

を
自
ら
手
が
け
ず
、
他
の
医
療
介

護
リ
ソ
ー
ス
を
お
互
い
利
用
し
合

う
関
係
で
協
働
す
る
方
針
が
功
を

奏
し
て
ま
す
。　

　

し
か
し
、
問
題
点
は
後
継
者
で

す
。
地
域
医
療
に
お
け
る
継
続
性

の
観
点
か
ら
行
く
と
、
一
番
に
弱

い
部
分
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
面
で
、
こ
の
在
宅
ケ
ア
を

支
え
る
診
療
所
・
市
民
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
力
に
な
っ
て
く
れ

る
と
信
じ
、
参
加
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

医
療
法
人
土
本
医
院
　

土
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
７
２
２
―

０
０
７
３　

広
島
県
尾
道
市
向
島
町
５
９
０
０

Ｔ
Ｅ
Ｌ:
０
８
４
８
―

４
４
―

０
２
４
６　

E-m
ail:ktsuchi@

urban.ne.jp

関
わ
る
全
て
の
職
種
を
対
象
と
し

た
自
主
グ
ル
ー
プ
「
調
布
在
宅
ケ

ア
の
輪
」
を
設
立
し
、
月
一
回
事

例
検
討
会
や
講
演
会
を
企
画
し
、

地
域
の
医
療
介
護
福
祉
の
連
携
に

微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
ま
す
。

地
域
密
着
型
の
か
か
り
つ
け
医
で

あ
る
以
上
、
外
来
診
療
だ
け
で
な

く
訪
問
診
療
機
能
を
有
す
る
こ
と

は
当
然
で
あ
り
、
医
師
の
間
で
こ

れ
が
常
識
化
し
な
け
れ
ば
地
域
包

括
ケ
ア
か
ら
医
療
が
抜
け
落
ち
て

し
ま
い
ま
す
。
我
々
診
療
所
医
師

は
高
齢
福
祉
、
障
害
福
祉
、
地
域

福
祉
に
つ
い
て
も
っ
と
学
ぶ
べ
き

だ
と
痛
感
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。

医
療
法
人
社
団
梟
杜
会
西
田
医
院 

　

〒
１
８
２
―

０
０
１
４

東
京
都
調
布
市
柴
崎
１
―

６
４
―

１
３ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

０
４
２
―

４
８
３
―

１
３
５
０　

E-m
ail:shinichi@

n.em
ail.ne.jp

U
RL: http://w

w
w
.nsd-m

.com
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　昨年末から今年にかけて、新潟へも出かけたた

めか、ことさら冬を味わった感があります。いつも

のことですが年が明けると全国大会がさらに身近

に感じるようになってきます。

　遅くなりましたが、今年もどうぞ宜しくお願い申し

上げます。　　　　　　　　　　　　　（T.Y.）

2013年3月15日発行（第021号）

http://www.home-care.ne.jp/net/　　  E-mail:zenkokunet@home-care.ne.jp
〒458-0007　愛知県名古屋市緑区篭山3-119　カーサフクシマC-32号

TEL：052-848-8800　　FAX：052-848-8801
（略称：在宅ケア全国ネット）

「
全
国
の
集
い 

in 

新
潟

２
０
１
３
」実
行
委
員
会

全
国
大
会
へ
の
準
備
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

「
全
国
の
集
い 

in 

岡
山 

２
０
１
４
」の
企
画
委
員
会

開 催 日 時：平成25年 6月2日（日）　
12時45分より16時 45分まで

会　　　場：リージョンプラザ上越（定員：約500名）
新潟県上越市下門前446-2
Tel.025-544-2122

参　加　費：1,000円（当日徴収）
主　　　催：NPO法人在宅ケアを支える診療所・

市民全国ネットワーク（会長　苛原　実）

　

実
行
委
員
会
は
そ
れ
に
先
立
つ
準

備
委
員
会
（
浦
佐
会
議
）
を
各
月
１

回
開
催
の
ペ
ー
ス
で
着
々
と
準
備
が

進
ん
で
い
ま
す
。
例
年
な
ら
理
事
会

が
主
導
し
て
い
く
時
期
で
す
が
今
年

は
逆
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
２

月
は
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
決
定
し
て

お
り
準
備
の
速
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

４
月
か
ら
は
い
よ
い
よ
実
践
交
流

会
の
演
題
募
集
が
始
ま
り
ま
す
、奮
っ

て
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

写
真
は
２
月
に
行
わ
れ
た
新
潟
実

行
委
員
会
の
様
子
で
す
。

　

既
に
企
画
会
議
は
３
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
ま
だ
ま
だ
２

年
後
と
い
う
こ
と
で
気
持
ち
に
余
裕

の
あ
る
会
議
で
し
た
が
、
新
年
を
迎

え
た
最
初
の
会
議
と
い
う
こ
と
で「
い

よ
い
よ
来
年
」
と
い
う
気
持
ち
で
若

干
の
引
き
締
ま
り
を
感
じ
始
め
た
会

議
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
他
の

イ
ベ
ン
ト
の
日
程
を
考
慮
し
つ
つ

期
日
：
２
０
１
４
年
９
月
14
・
15
日

会
場
：
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
、

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
マ

マ
カ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
２
箇
所
で
ほ

ぼ
決
定
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
４
月
13
日
の
開
催
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

～ 地域で「食べる」をみんなで支えるために ～
キーワードは、地域　在宅　多職種での関わり　摂食嚥下

　“在宅ケアを支える診療所・市民とネットワーク”なので、医学知識の勉強というより、参加した市民やケア
に関わるいろいろな職種の人が、次の日から「摂食嚥下」に対し、より関心を持ち、元気にケアに向かう事が出
来るような会にしたいと思います。

第 19 回 全国の集い in 新潟 2013 上越プレ大会の案内

プログラム（予定）
　1. 開会挨拶
　2. 基調講演（2題）
　3. シンポジウム
　4. 特別発言
　　第19回 全国の集い in 新潟 2013
　　　大会長　黒岩 卓夫　先生
　5. 閉会挨拶


